
□議員名：吉永美子 

１ 地方創生戦略について 

論点 
地方版総合戦略策定に当たり、より効果的なものとするための留意

点について聞く。 

回答 

４月に市総合戦略推進本部を立ち上げ、庁内での検討を行う。また、

策定過程においては、市民代表のほか産業界、行政機関、教育機関、

金融関係、労働団体、そしてメディアの方など、広く参画していた

だくこととされているので、行政のみならず地域の幅広い多種多様

な視点からの意見をいただき、内容に反映していく。 

 

論点 
山口東京理科大学を市立にすることによって、市のまちづくりにど

のように効果を発揮することを想定しているか。 

回答 

まず、産学官連携による産業の活性化及び新産業の創出を上げるこ

とができると思う。次に、市民へ高度な高等教育に触れる機会を増

やすことができる。３つ目に周辺地域の活性化である。４つ目とし

て、地元志向の助成である。定住人口の増加につながると確信する。 

 

論点 
山口東京理科大学を卒業された方々が本市に残るため、奨学金の返

還免除など、支援を県に要望してはどうか。  

回答 

国においては、総務省、文部科学省を含め、自民党内閣、全面的な

協力である。議員の提言一つ一つについて更に具体化していきたい

が、それは平成２７年度の後半だというふうに考えている。副知事

からは、県として協力させてもらうという申し出があった。 

２ 東日本大震災被災地への支援について  

論点 
いまだ約２３万人の方々が避難を余儀なくされている。被災地への

支援の現状、そして今後の予定について聞く。 

回答 

平成２４年１０月から建築士１名を宮城県山元町に派遣しており、

派遣期間は５年間を予定している。今後の支援については、現在の

ところ、人的支援についての要請はないので、派遣の予定はないが、

要請があれば、またその時点で対応を検討していきたい。 

 

 



論点 
東日本大震災に関する支援について、もっと市民にお知らせをして

いく体制づくりを進められないか。 

回答 指摘の点は検討させていただく。 

３ 新火葬場建設について 

論点 
新火葬場の基本計画について、市民からどのような意見が出たのか。

そして、出された意見を基本計画にどのように反映するのかを聞く。 

回答 

必要火葬炉数など、特定した一つの市販書籍に基づき起案や算出を

していることの理由が不明瞭であるとの指摘や、火葬場を火葬以外

に他の目的で利用することができるのかとの質問、また、動物炉の

設置の要望が出ている。十分、検討はしたが、計画案への反映、ま

たは変更までには至っていない。 

 

論点 
新火葬場には胞衣炉が設置されないが、今後も、誰が火葬しても、

現在のような遺族に対して思いやりのある火葬ができるのか。 

回答 

最新の火葬炉設備では、きめ細かな燃焼コントロールが行えるほか、

火力だけでなく火炎特性を変えることもでき、既設火葬炉設備以上

の性能を有していることから、胞衣炉を設置しなくても、死産児の

遺骨が残るということを確認している。 

 

論点 
新火葬場の基本計画には、動物炉を設置することについて『民営圧

迫になる』と記載されているが、なぜそのように断言できるのか。 

回答 

現在、特に問題もなく、民間施設等でペットの火葬が行われている。

このような状況の中で、あえて市がペットの火葬を行うべき事業で

あるとは考えていない。断言できるかと言われると、言葉足らずの

部分があったと思うが、このことを民営圧迫という言葉で表現した。 

 

論点 
火葬以外に斎場を使用することは考えていないとのことだが、より

市民に親しまれるものを目指すべきではないか。 

回答 

基本計画案には「火葬場が持つ従来のイメージの払拭に心がけ」と

いう文言があるが、これは議員が言われる、『より市民に親しまれる

もの』という意味合いを含めたものである。 

 



４ 総合防災訓練について 

論点 
平成２７年度は市民１,０００人の参加を予定しているとのことだ

が、市民が参加しやすいようにするための工夫について聞く。 

回答 

県の防災ヘリコプターを活用するなど、新しい訓練内容も検討して

いる。これまで行ってきた総合防災訓練の反省点などを踏まえ、市

各関係機関と市民との連携がより緊密となり、非常時においても適

切な行動がとれるよう、有意義かつ効果的な訓練を実施したい。 

 

論点 
防災士育成事業については、育成した後に活用することが大切であ

るが、育成した防災士を総合防災訓練にどう活用するのか。 

回答 

市や関係機関と防災士の皆さんとが共同して防災減災に取り組むと

いう観点から、意見交換会を今年５月頃を目途に開催したいと考え

ている。そこで、総合防災訓練の参加のお願いはもちろん、御意見

等もお伺いすることなどを予定している。 

５ プレミアム（上乗せ）付き商品券について 

論点 

経済効果の高い内容が盛り込まれるように、利用者の使い勝手も含

めて両商工会議所と徹底して検討されることを望むが、どのような

効果を期待しているのかを聞く。 

回答 

この商品券は、市内の事業所、商店等で御利用いただくため、地元

消費拡大につながり、本市経済の活性化や市内の小売業、サービス

業の活性化に資するものと期待をしている。 

 

論点 商品券発行の効果を最大限にするための取り組みについて聞く。 

回答 

効果を最大限にするためには、商品券の発行に際し、市民にまず十

分なＰＲが必要であると考えている。そして、実施するからには多

くの皆さんに購入、利用していただきたいと思っている。また、発

行の効果は一過性には終わらせてはいけないものとも考えている。 

 


















